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 未来を見据えた町の指針。主要事業をご紹介します 

支
え
合
う
ま
ち
♡
し
か
お
い
実
現
の
た
め

「
愛
・
夢
・
笑
顔
　

　
　
　
　
　
　
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
追
町
長
　
　
喜
井 

知
己

カーボンニュートラルの推進物価高騰対策、感染症対策、
ＩＣＴ利活用の推進

鹿追型ワーケーション

　物価高騰対策では、高齢者などの冬の生活
支援を継続し、給食賄材料費増額対応を拡充
します。
　感染症対策は、高齢者等タクシー利用助成、
高齢者施設等利用検査助成、保育対策総合支
援などの事業を継続します。
　RTK 基地局補正信号機器整備や学校教育Ｉ
ＣＴ活用アプリなどデジタル技術の積極的な
導入を進めます。　

　「鹿追町ゼロカーボンシティ推進戦略」に基
づき、バイオガスプラントの取り組みを核と
し、町民一体となって脱炭素を推進します。
　また、昨年４月に国の「脱炭素先行地域」
に選定されたことから、家庭や事業所などの
民生部門をはじめ、さまざまな部門での脱炭
素化を促進し、懸案となっています公共施設
等の改修なども進めてまいります。

ワーケーション

本町独自のショートスティプ
ログラム「シカソン」を中心に、
町内関係事業者などと連携し、
関係人口の拡大を図ります。

交流再開と連携強化

地域間交流

ストニィプレイン町との対面
での事業を再開し、「台東区」
とは相互間の子ども交流など
を通じ更なる連携を強化しま
す。

ＩＣＴの活用

窓口業務

総合案内窓口として、キャッ
シュレス機能の導入による利
便性の向上と丁寧な対応に努
めます。

　

私
が
令
和
の
幕
開
け
と
同
時
に
町
長

の
職
責
を
担
っ
て
以
来
、
１
期
４
年
の

任
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
執
行

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
案
は
、
骨
格
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
以
来
今
日
ま
で
、

町
民
皆
さ
ま
が
鹿
追
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域

で
子
育
て
を
応
援
し
、
次
世
代
が
安
心

し
、
誇
り
を
持
ち
、
暮
ら
し
働
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
し
た
、
大
き

く
８
項
目
の
公
約
を
掲
げ
町
政
の
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

公
約
の
大
半
に
つ
い
て
は
、
達
成
も
し

く
は
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
各
関
係
機
関
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご

理
解
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘

い
の
中
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
実
現
の
た
め
、
直
面
す
る
課
題
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整

備
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
１
年
延
期
と
な
り
ま
し

た
が
開
町
１
０
０
年
を
記
念
す
る
行
事

に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
追
型
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

お
よ
び
国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
に

よ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
、
太
陽
光
、
水
素

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、
二
酸
化
炭
素
削
減
と
本
町
の
課
題

解
決
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
教
育

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定

な
ど
、
本
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の

各
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
着
実
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
厳
し
い
状
況
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
長
期
化
、

原
油
や
穀
物
な
ど
の
国
際
価
格
の
上
昇

に
よ
り
物
価
が
高
騰
し
、
地
域
経
済
へ

影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
社
会
情
勢
に

あ
っ
て
も
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
導
入
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和　　　年度

　第１回鹿追町議会定例会

鹿追町 執行方針
５

▲ 鈴木直道北海道知事がバイオガスプラントを視察

町政執行方針
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関係機関との連携と活性化

高齢者・障がい福祉

医療機関・社会福祉協議会な
ど関係機関との連携を図り、
地域包括ケアシステムの充実
や地域自立支援協議会のさら
なる活性化を目指します。

町内業者への事業支援

商工業、観光業

コロナ禍の影響を受けて、商
工業、観光業ともに厳しい状
況ですが、今後も適切で効果
的な支援を講じていきます。

持続可能な農業の確立

農政・畜産

持続可能な農業の確立に向け
国や道、JA と連携しながら労
働力の確保や農業支援の継続、
経営の安定化、競争力の強化
を推進します。

子育て支援の一体化

子育て支援

「こども基本法」の施行による国
の施策の動向を注視し、町の子育
て支援の現状とニーズを分析・勘
案して、第３期子ども・子育て支
援事業計画策定に着手します。

安定供給と販路拡大

チョウザメ・マンゴー

魚肉の安定的な販売と鹿追産
キャビアの開発を行います。
品質の確保と安定した収穫が
得られているマンゴーは、栽
培研究と販売促進に努めます。

健康支援の対策づくり

健康推進

第３期データヘルス計画策定
に向けた健康課題の分析を行
い、きめ細かな保健指導に努
めてまいります。

魅力的な返礼品開発

ふるさと納税

寄付者が求めているニーズを
的確に捉え、魅力ある返礼品
の調査分析を行い、寄付額増
加に向けた新たな方法に取り
組みます。

高い評価により再認定

ジオパーク

地域の貴重な自然・文化遺産の
保全と気候変動問題をはじめ
とする社会問題への関心喚起、
各所と連携しての教育・観光
振興・防災等に取り組みます。

地域とのさらなる連携

瓜幕支所

地域の自主的な活動や文化活動
を推進するとともに自然体験留
学センターなどが行う事業と連
携し、ジオパーク推進課と一体
となって活性化を図ります。

　令和 5 年度予算について
は次月号でご紹介します。
　町政執行方針の詳細は、
YouTube でも
ご覧いただけま
すので右記 QR
コードまたは

「鹿追町議会」で
検索ください。

もっと詳しく

町議会
YouTube

　新年度の予算案は、骨格
編成ではありますが、継続
事業や緊急性の高い事業に
ついては、金額にかかわら
ず原則予算化したところで
あります。　　
　健全財政を維持しつつ限
られた財源を駆使し、町民
皆さまの幸せのために、職
員一丸となって努力する覚
悟であります。
　どうか皆さまの一層のご
支援ご協力を心からお願い
申し上げまして、町政執行
方針の説明といたします。

結びにあたり

安心安全な住環境整備

土木・建築

道路の維持修繕や橋梁の長寿
命化を継続して進めます。公
営住宅の外部修繕を継続し、
公営・町営住宅の環境整備を
行います。

多様な文化の理解と尊重

学校教育

国際的な感覚と視野を持つ人
材を育成するため、文部科学省
が普及促進する教育プログラ
ム「国際バカロレア」の認定に
向けた研究と準備を進めます。

整備更新・啓発活動

防火・防災

消防装備品の更新を計画的に
進めるとともに、「防災・防火
フェスタ」を開催し、地域防
災力の充実強化・火災予防対
策の推進に取り組みます。

安全で安心な水の供給

上下水道

新たに井戸を掘削し、取水施設
の整備を順次進め、瓜幕浄化セ
ンターの機器更新に向けた計
画策定を行い、町内全域の生活
環境の整備、向上を図ります。

スポーツ・文化活動の推進

生涯学習

生涯にわたって学び続けるた
めの施設の充実強化と各団体
と連携しスポーツ環境の整備
や各種活動の充実を図ります。

適切な医療の提供

医療体制

町立病院の医療体制の安定的
な確保のため、訪問診療や専
門科診療を継続し疾病予防や
治療、リハビリなど適切な医
療を提供します。

町政執行方針
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 教育長　渡辺　雅人

自らの良さや可能性を認め、
多様な人々と連携協働し、
それを生かしていく

　令和５年第１回鹿追町議会定例会

結
び
に
あ
た
り

　

生
涯
に
わ
た
る
個
人
の
成
長

を
目
的
と
す
る
「
学
び
」
は
、

学
校
教
育
で
完
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
社
会
教
育
、
家
庭
教

育
を
含
む
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
が
持
つ
自
然
や
歴
史
、

文
化
、
産
業
な
ど
、
特
色
あ
る

多
様
な
資
源
を
生
か
し
て
、
地

域
社
会
全
体
の
幸
せ
の
向
上
を

目
指
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

教
育
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

町
理
事
者
、
町
議
会
、
町
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
執
行

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

産
業
構
造
の
変
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
人
々
の

価
値
観
や
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、

従
来
の
知
識
や
経
験
で
は
解
を
見
出
す

こ
と
が
難
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
時
代
に

あ
っ
て
、
町
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
良
さ
や

可
能
性
を
認
め
、
多
様
な
人
々
と
連
携

協
働
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育

を
両
輪
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を

育
む
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

生
涯
学
習
を
進
め
る

環
境
づ
く
り

　

第
一
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
は
、
１

つ
の
仕
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、生
涯
に
２
つ
、

３
つ
の
仕
事
に
就
く
こ
と
や
、
働
き
な
が

ら
、
ま
た
引
退
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
り
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め

に
活
動
す
る
こ
と
が
、
よ
り
一
般
的
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で

は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
本
町
が
取
り
組

ん
で
い
る
幼
小
中
高
一
貫
教
育
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
と

と
も
に
、
学
校
卒
業
後
に
お
い
て
も
生
涯

に
わ
た
っ
て
自
ら
学
習
し
、
自
己
の
能
力

を
高
め
、
働
く
こ
と
や
、
地
域
や
社
会
の

課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
策
定
中
の
教
育
大
綱

並
び
に
第
５
次
生
涯
学
習
中
期
計
画
に
基

づ
き
、
学
校
や
公
民
館
、
図
書
館
、
美
術

館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
を
は
じ
め
と
す

る
「
学
び
の
場
」
を
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
学
び
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

や
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
働

を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
び
の
場
」
が

実
施
す
る
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
学
習

機
会
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

鹿
追
高
校
の
持
続
的
な

発
展
に
向
け
た
支
援

　

中
学
校
卒
業
者
数
の
減
少
な
ど
高
校
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、ま
た
、

地
域
創
生
に
お
け
る
高
校
へ
の
期
待
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
社
会
に
人
材
を
送

り
出
す
最
終
段
階
の
教
育
の
場
で
あ
る
北

海
道
鹿
追
高
等
学
校
は
、
人
材
育
成
の
面

に
お
い
て
も
ま
ち
づ
く
り
の
面
に
お
い
て

も
、
そ
の
役
割
は
重
要
で
す
。

　

鹿
追
高
校
の
持
続
的
な
発
展
は
本
町
の

重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鹿
追
高
校
に
通
う
生
徒
の
家
庭
の
、

教
育
費
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
高
校
の
特

色
化･

魅
力
化
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化

に
親
し
む
環
境
づ
く
り

　

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
を
通
じ
た
活
動

や
交
流
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

や
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、地
域
の
誰
も
が
各
々
の
年
代
や
関
心
、

適
性
な
ど
に
応
じ
て
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

機
会
や
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
を

支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
と
と
も

に
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
の

充
実
・
改
善
、
学
校
部
活
動
の
再
編
な
ど
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
を
通
じ
た
活
動
の
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
は
、
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ

パ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の
成
り
立
ち
や
仕
組

み
を
知
り
、
ジ
オ
を
学
び
楽
し
む
場
所
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
が
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

次
代
に
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
く
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
新
た
な
教
育
モ
デ
ル
」

の
実
現

　

第
二
は
、
今
後
の
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
で
き
る
高
度
な
資
質
・
能
力
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
で
す
。

　

人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
な
ど
、
社
会
経
済
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
備
え
た
人
材
を
継
続
的
に
輩
出
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
、
地
域
で
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
鹿

追
中
学
校
お
よ
び
瓜
幕
中
学
校
で
の
「
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
」
の
認
定
に
向
け
、
探
究

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
Ｄ

Ｘ
の
時
代
に
対
応
し
た
、
児
童
生
徒
の
情

報
モ
ラ
ル
を
含
め
た
情
報
活
用
能
力
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
と
の
一
貫
校
で
あ
る
鹿

追
高
校
の
探
究
教
育
に
つ
い
て
も
支
援
を

し
、
幼
児
教
育
か
ら
高
校
ま
で
の
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
新

た
な
本
町
の
教
育
モ
デ
ル
の
具
現
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教育行政
　執行方針

教育行政執行方針

令和　　　年度５
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【
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
】

佐
藤　

太
陽 

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
帯
広
三
条
高
３
年
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
ケ
ー
ト
競
技

会
少
年
男
子
１
５
０
０
ｍ
2
位　

1

分
51
秒
09

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

新
田　

恭
子

（
鹿
児
島
ス
ピ
ー
ド
ク
ラ
ブ
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
ケ
ー
ト
競
技

会
成
年
女
子
１
５
０
０
ｍ
2
位　

1

分
59
秒
59
、３
０
０
０
ｍ
2
位　

4
分

00
秒
76

佐
藤　

真
翔 

 （
Ｊ
Ｓ
Ｆ
エ
リ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
）

第
94
回
北
海
道
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

選
手
権
大
会
男
子
総
合
3
位　

１
６
１
・
２
０
１
点

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

高
野
な
る
み 

（
鹿
追
高
１
年
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
】

箱
﨑　

光
希
（
鹿
追
中
３
年
）

第
43
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会
男

子
50‌

m
自
由
形
3
位　

24
秒
80

熊
谷
し
ゅ
う
（
瓜
幕
中
３
年
）

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

女
子
５
０
０
m 

8
位　

42
秒
51

菅
原　

瑞
生
（
鹿
追
中
２
年
）

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

男
子
１
５
０
０
ｍ
８
位　

2
分
00
秒

22髙
橋
希
乃
花
（
笹
川
小
６
年
）

第
45
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
小
学
6
年
女

子
５
０
０
ｍ
2
位　

50
秒
46

金
須　

碧
生
（
通
明
小
５
年
）

第
20
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道

小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競

技
大
会
小
学
5
年
男
子
５
０
０
ｍ

3
位　

50
秒
22

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

佐
藤　

侑
翔
（
鹿
追
中
３
年
）

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
男
子
５
０
０
ｍ
２
位　

37
秒
71

宮
部　

愛
咲
（
鹿
追
中
１
年
）

第
24
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
1
年
女
子
１
０
０
ｍ
3

位　

13
秒
04

正
保　
　

力
（
瓜
幕
小
６
年
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
6
年
男
子
砲
丸
投
2
位　

８
ｍ
25

中
野　
　

皐
（
笹
川
小
６
年
）

第
13
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

6
年
男
子
組
手
優
勝

木
村　

千
夏
（
鹿
追
小
６
年
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
6
年
女
子
80
ｍ
Ｈ
6
位　

14
秒
28

教育委員会 社会教育課　☎66・3300 

▲渡辺教育長から賞状などを受け取る受賞者

石
澤　

勇
成
（
通
明
小
４
年
）

第
45
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
小
学
4
年
男

子
５
０
０
ｍ
4
位　

54
秒
93

鹿
追
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
部

男
子
チ
ー
ム

（
佐
藤
侑
翔
、
菅
原
瑞
生
）

第
53
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト

大
会
男
子
団
体
２
位　

27
点

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
男
子
団
体
６
位　

16
点

鹿
追
リ
ト
ル
バ
ン
ビ

な
な
か
ま
ど
杯
第
28
回
北
海
道
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
混
合
の

部
優
勝

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
奨
励
賞
】

石
川　

新
太
（
鹿
追
中
３
年
）

大
森　

陽
立
（
瓜
幕
中
３
年
）

星
野
黑
ひ
ば
り（
瓜
幕
中
３
年
）

井
出　

愛
美
（
瓜
幕
中
２
年
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

滝
口　

峻
平 

（
鹿
追
小
６
年
）

齋
藤　

璃
星 （
瓜
幕
小
６
年
）

浅
野　
　

翠 （
瓜
幕
小
５
年
）

大
野　

空
哉 （
笹
川
小
４
年
）

中
村
龍
之
介 （
笹
川
小
４
年)

台
蔵　
　

晴
（
瓜
幕
小
４
年
）

中
野　

あ
み （
笹
川
小
４
年
）

相
澤　
　

結 （
瓜
幕
小
４
年
）

渡
辺　
　

隼 （
鹿
追
小
４
年
）

櫻
井　

遥
輝 （
鹿
追
小
４
年
）

瓜
幕
中
学
校
女
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム

（
山
本
陽
南
子
、
星
野
黑
ひ
ば
り
、

　
　
　

熊
谷
し
ゅ
う
、井
出
愛
美
）

鹿
追
中
学
校
野
球
部

鹿
追
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

鹿
追
陸
上
ク
ラ
ブ
４
年
男

子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

（
阪
本
陽
太
、
佐
々
木
悠
匡
、　　

　
　
　

金
子
諒
太
、菅
原
悠
樹
斗
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
】

岡
村　
　

翼
（
鹿
追
小
３
年
）

関　
　

明
莉
（
鹿
追
小
３
年
）

吉
田　
　

麗
（
鹿
追
小
２
年
）

渡
辺　
　

耀
（
鹿
追
小
１
年
）

松
浦　
　

直
（
瓜
幕
小
１
年
）

鹿
追
柔
道
少
年
団

（
渡
辺
耀
、
藤
本
大
雅
、
坪
野　

栄
斗
、
東
野
結
人
、
岡
村
翼
）

【
青
少
年
文
化
奨
励
賞
】

類
家　

み
う
（
鹿
追
高
３
年
）

第
68
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
道
コ

ン
ク
ー
ル
特
別
賞　

毎
日
新
聞
社
賞

鈴
木　

楓
芽
（
鹿
追
中
３
年
）

十
勝
こ
ど
も
大
会
絵
画
の
部　

特
選

秋
田　

翔
哉
（
鹿
追
中
３
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
英
語
暗
唱
の
部　

最
優
秀
賞

本
間　

彩
愛 （
鹿
追
中
３
年
）

第
28
回
馬
の
絵
作
品
展
北
海
道
新
聞

帯
広
支
社
長
賞

池
上　
　

桜 （
瓜
幕
小
１
年
）

十
勝
こ
ど
も
大
会
絵
画
の
部　

特
選

半
田　

優
光 （
瓜
幕
小
３
年
）

第
32
回
と
か
ち
・
ひ
だ
か
児
童
版
画

コ
ン
ク
ー
ル
小
学
３
年
生
の
部　

十

勝
教
育
局
長
賞

沖　

い
ろ
葉 （
瓜
幕
小
５
年
）

第
16
回
花
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト　

鹿
追

町
長
賞

中
村
つ
ぐ
み （
鹿
追
小
６
年
）

第
61
回
全
十
勝
学
校
書
道
書
初
展
覧

会　

推
薦

【
青
少
年
文
化
褒
賞
】

遠
藤　

翔
太 （
鹿
追
高
３
年
）

笹
木　

楓
真 （
瓜
幕
小
６
年
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
賞
】

武
藤　

和
奏
（
通
明
小
１
年
）

笹
木
菜
々
子
（
瓜
幕
小
２
年
）

髙
橋　

優
奈
（
鹿
追
小
３
年
）

堀
籠　

麻
瑚
（
通
明
小
４
年
）

沖　

い
ろ
葉
（
瓜
幕
小
５
年
）

笹
木　

楓
真
（
瓜
幕
小
６
年
）

壁
谷　

拓
弥
（
鹿
追
中
１
年
）

中
野　
　

結
（
鹿
追
中
２
年
）

熊
谷
し
ゅ
う
（
瓜
幕
中
３
年
）

本
田　

夕
芽
（
鹿
追
高
１
年
）

岡
田　

結
桜
（
鹿
追
高
２
年
）

類
家　

み
う
（
鹿
追
高
３
年
）

【
優
秀
賞
】

名
波　

蓮
華
（
瓜
幕
小
１
年
）

井
端　

里
奈
（
通
明
小
１
年
）

井
馬　

漣
哉
（
通
明
小
２
年
）

木
幡　

大
悟
（
通
明
小
２
年
）

半
田　

優
光
（
瓜
幕
小
３
年
）

鈴
木　

碧
純
（
笹
川
小
３
年
）

髙
橋　

玲
偉
（
上
幌
内
小
４
年
）

大
仲　

芙
月
（
瓜
幕
小
５
年
）

山
本　
　

葵
（
笹
川
小
５
年
）

沓
澤　

和
奏
（
鹿
追
小
６
年
）

馬
場　

天
音
（
鹿
追
小
６
年
）

菅
原　

陽
希
（
鹿
追
中
１
年
）

鈴
木　

康
太
（
鹿
追
中
１
年
）

大
西　
　

絢
（
鹿
追
中
２
年
）

武
者　

来
実
（
鹿
追
中
２
年
）

渋
谷　

成
実
（
鹿
追
中
３
年
）

高
野
な
る
み
（
鹿
追
高
１
年
）

鳥
羽　

珀
人
（
鹿
追
高
１
年
）

栗
本　

夏
実
（
鹿
追
高
２
年
）

宮
﨑　

揚
羽
（
鹿
追
高
２
年
）

大
仲　

優
月
（
鹿
追
高
３
年
）

竹
俣　

佳
那
（
鹿
追
高
３
年
）

　

3
月
11
日
、
各
ス
ポ
ー
ツ
分
野

に
お
け
る
活
躍
な
ら
び
に
文
化
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
青
少
年
の
多
大

な
功
績
を
顕
彰
し
、「
令
和
４
年
度

鹿
追
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
並
び
に
青

少
年
文
化
賞
等
表
彰
式
」（
町
教
育

委
員
会
主
催
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
渡
辺
雅
人
教
育
長
が

「
た
ゆ
ま
ぬ
精
進
の
結
果
と
し
て
、

皆
さ
ま
の
ご
功
績
と
優
秀
な
成
績

に
対
し
、
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
の
著
し
い
向
上
・
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
深

く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
指
導
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大

会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
34
個
人
7
団
体
に
、
青
少
年
文

化
賞
表
彰
で
は
、
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
10
個
人
の
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
渡
辺
教
育
長
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
壇
上
で
町
図
書
館

主
催
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
渡

邉
恒
義
図
書
館
長
（
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
長
）
か
ら
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
34
人
に
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
の
新
田
恭
子

さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
「
皆

さ
ま
か
ら
身
に
余
る
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
ご
指
導

く
だ
さ
る
先
生
や
た
く
さ
ん
の

方
々
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
努
力
を
重
ね
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
発
展
の
た
め
努
力
を
続
け

て
参
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
な
ら
び
に
事
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

スポーツ分野・文化活動で

まちの青少年が飛躍

▲スポーツ特別賞受賞の帯広三条高校３年 佐藤太陽さん▲スポーツ特別賞受賞の帯広三条高校３年 佐藤太陽さん
▲謝辞を述べるスポーツ賞▲謝辞を述べるスポーツ賞
   を受賞した新田恭子さん   を受賞した新田恭子さん

鹿追町スポーツ賞等並びに青少年文化賞等表彰式鹿追町スポーツ賞等並びに青少年文化賞等表彰式
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す
。
同
29（
54
）年
に「
学
校
給
食
法
」

が
施
行
さ
れ
、
体
力
と
体
位
の
向
上

が
図
ら
れ
、
学
校
給
食
は
教
育
的
効

果
と
位
置
づ
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
で
は
、
通
明
小
学
校
が
昭

和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
給
食
実
施

校
に
指
定
を
受
け
、
地
域
の
協
力
で

給
食
を
開
始
。
同
45
（
70
）
年
に
給

食
優
良
校
と
し
て
、
文
部
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
で
の
給
食
の
始
ま
り
は
、

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
２
月
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
６
（
31
）
年
か

ら
の
連
続
的
な
冷
害
凶
作
に
よ
り
、

弁
当
を
持
た
ず
に
登
校
し
、
昼
食
を

抜
く
児
童
が
多
く
あ
っ
た
た
め
で
し

た
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

公
費
の
投
入
や
地
域
の
学
校
協
力
会

の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
の
が
、

学
校
給
食
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
末
日
現

在
の
調
べ
で
は
、
同
８
（
33
）
年
に

給
食
を
実
施
後
、
給
食
実
施
10
校
、

実
児
童
数
７
７
１
人
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
冷
害
凶
作
に
見
舞
わ
れ

た
農
家
の
、
児
童
生
徒
の
救
済
の
一

環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の
が
学
校
給

食
の
始
ま
り
で
し
た
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
食
糧
難
時
代
に
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
22
（
１
９
４
７
）

年
に
は
、
脱
脂
粉
乳
を
使
っ
た
ミ
ル

ク
や
ス
ー
プ
な
ど
補
助
給
食
と
し
て
、

週
２
回
程
度
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
ま

給
食
が
始
ま
っ
た
の
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
か
ら
？

共同調理場は平成 20 年から現在地で給食を提供して
います

給
食 が 届 く ま

で給
食 が 届 く ま

で

クローズアップ

▲ ご寄付いただいたジャージー牛を使った献立（ビビンバ）

学
校
給
食
共
同
調
理
場

学
校
給
食
共
同
調
理
場

栄
養
教
諭

栄
養
教
諭  

小
川
芳
美
さ
ん

小
川
芳
美
さ
ん

            
            

に
伺
い
ま
し
た

に
伺
い
ま
し
た 小川 芳美 栄養教諭

平成 30 年４月鹿追町赴任

共同調理場スタッフ

食材の受け入れや調理場の管理
運営を行っています。

Ｑ
栄
養
教
諭
の
仕
事
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

鹿
追
小
学
校
の
栄
養
教
諭
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
給
食
・

食
育
指
導
が
主
な
業
務
内
容
で

す
が
、
な
か
な
か
取
り
組
む
時

間
が
と
れ
ず
課
題
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
。
先
日
、
６
年
生
の
家

庭
科
の
授
業
を
任
さ
れ
、
食
事

の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
学

習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
自

身
も
今
後
は
も
っ
と
積
極
的
に

こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
り
、

食
事
の
大
切
さ
に
つ
い
て
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
給
食
の
供
給
先
は
ど
こ
で
す
か

　

鹿
追
町
内
の
小
・
中
学
校
７

校
と
３
カ
所
の
地
域
保
育
所
で

す
。

Ｑ
給
食
の
供
給
数
は
ど
の
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
か

　

幼
児
、
児
童
、
生
徒
と
教
職

員
を
合
わ
せ
る
と
約
５
９
０
食

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
献
立
の
ポ
イ
ン
ト

　

学
校
給
食
の
栄
養
所
要
量
は

文
部
科
学
省
の
「
学
校
給
食
摂

取
基
準
」
に
基
づ
き
、
１
日
の

必
要
量
の
お
よ
そ
３
分
の
１
、

不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
は
３
分
の
２
が
摂
取
で
き
る

よ
う
作
成
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち
の
摂
取
状
況

か
ら
は
、
主
食
の
ご
飯
や
パ
ン
、

野
菜
の
お
か
ず
の
残
量
が
多
く
、

栄
養
の
偏
り
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

な
ん
と
か
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

お
う
と
、
献
立
の
工
夫
に
毎
月

悩
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
高
価
な
食
材
は
使
え

ま
せ
ん
が
、
季
節
の
食
べ
物
や

行
事
献
立
は
取
り
入
れ
、
そ
の

都
度
給
食
だ
よ
り
で
紹
介
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

瓜
幕
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
を
は
じ
め
、

鹿
追
産
の
野
菜
や
牛
肉
、
黒
豚

肉
な
ど
を
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
さ
ん
や

農
場
を
営
む
地
元
の
方
々
の
協

力
で
定
期
的
に
使
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
加
工
品
で
は
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
も

年
に
数
回
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
士
資
格
を
も
つ
栄
養
教
諭

の
役
割
は
、
学
校
に
お
け
る
生
き
た

教
材
と
な
る
学
校
給
食
を
通
し
、
子

供
た
ち
に
食
品
の
選
び
方
、
望
ま
し

い
食
習
慣
を
教
え
る
こ
と
で
す
。

　

笹
川
小
学
校
の
５
、６
年
生
は
授

業
で
「
自
分
が
昼
食
献
立
を
立
て
る

と
し
た
ら
？
」
を
一
週
間
か
け
て
学

び
ま
し
た
。
写
真
で
作
っ
た
主
食
、

副
菜
、
主
菜
の
食
材
を
プ
レ
ー
ト
に

取
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
そ
れ
ぞ

れ
の
量
の
目
安
な
ど
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

▲ 笹川小学校で行われた食育指導

調理師のみなさん

「いただきます」の時間に合わせるた
め、午前中は大忙し。たくさん食べ
て大きくなってね。

教育委員会 学校教育課 学校給食共同調理場 ☎︎ 66•2437
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③
食
材
は
３
回
以
上
洗
い
カ
ッ
ト
。同
時
に
別
室
で
は
、

使
用
す
る
調
味
料
の
計
量
開
始

②当日の献立の調理作業の分担など
の最終確認

給食が届くまで給食が届くまで  給食が届くまで給食が届くまで  

⑤
連
携
プ
レ
ー
で
出
来
立
て
の
給
食
を
み
ん
な
の
も
と
へ
運
び
ま
す

④調理開始！今日のメニューは、「ご飯」「赤魚の塩麹焼き」「具材いっぱい
のガンモの味噌炒め」「煮干しのお出汁が効いた味噌汁」（具材はしか
おいのキャベツとバイオの小松菜）

⑥
各
学
校
に
到
着
、当
番
が
配

膳
。上
幌
内
小
学
校
は
全
校
生

徒
と
先
生
が
一
緒
に
「
い
っ

た
だ
き
ま
ー
す
」を
し
ま
す

①調理場の朝は、当日の献立に使う
食材の受け入れから始まります

学校給食費全額助成

　鹿追町では子育て支援として学校
給食費への全額助成を実施。令和元年
度から実質無償として学校給食を提
供しています。
　助成額は、１人につき小学生が年
間で48,750 円、中学生は58,500 円と
なっています。

食 材 の ご 寄 付

　町内の個人、事業所の方々からヨー
グルトや牛肉、牛乳など食材のご寄付
を頂戴しています。
　学校給食の献立メニューとして提
供させていただいています。

　

鹿
追
町
は
、
主
食
、
副
菜
、
主

菜
の
全
て
を
献
立
に
盛
り
込
む
完

全
給
食
で
、
給
食
費
の
額
は
１
食

当
た
り
小
学
生
２
５
０
円
、
中
学

生
３
０
０
円
で
、
給
食
日
数
の
基

準
は
年
間
１
９
５
日
で
す
。

　

米
飯
は
月
・
火
・
金
曜
日
の
週

３
回
、
パ
ン
は
水
曜
日
の
週
１
回
、

め
ん
は
木
曜
日
の
週
１
回
の
週
５

日
間
、
町
立
の
小
・
中
学
校
と
地

域
保
育
所
へ
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
　

　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子

さ
ま
一
人
一
人
に
安
全
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
調

理
場
所
を
分
け
て
混
入
を
防
い
で

い
ま
す
。
牛
乳
の
代
わ
り
に
豆
乳

を
使
う
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
る
食
材
を
使
用
し
な
い
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
食
中
毒
予
防
の
徹
底
　

　

食
中
毒
防
止
の
た
め
中
心
温
度

75
℃
で
１
分
以
上
加
熱
し
、
温
度

計
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
す
。

野
菜
は
原
則
加
熱
調
理
と
し
、
加

熱
後
は
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
、

冷
却
器
で
急
速
冷
却
を
し
ま
す
。

　
献
立
表
の
活
用
　

　

献
立
表
に
は
、
毎
日
の
献
立
と

そ
の
食
材
の
他
、
食
器
の
並
べ
方

や
１
食
当
た
り
の
平
均
栄
養
量
を

掲
載
す
る
な
ど
の
隙
間
活
用
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
伝
え
て
い
き
た
い
『
和

食
の
基
本
』」
で
は
、
季
節
ご
と

の
行
事
に
ま
つ
わ
る
献
立
や
「
一

汁
三
菜
」
を
揃
え
る
こ
と
で
栄
養

バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
健
康
的
な
日

本
型
食
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
解
説
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

栄
養
教
諭
や
調
理
師
は
、
あ
な

た
の
「
美
味
し
い
」
を
や
り
が
い

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
聞
い
て

学
校
給
食
の
こ
と

午前７時３０分 午前８時００分

午前１１時００分

おいしい!

おいしい!

おいしい!

おいしい!

ワクワク !ワクワク !ワクワク !ワクワク !

完 成 ！
完 成 ！
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　２月 18日、菅義偉前内閣総理大臣、
鈴木直道北海道知事が本町を訪れ、中
川郁子衆議院議員も同行し、脱炭素先
行地域に選定された本町の環境への取
り組みなどを視察しました。
　菅前総理は総理在任中、所信表明演
説で「2050 年カーボンニュートラル、
脱炭素社会の実現を目指す」と宣言。
　バイオガスプラントやバイオガス発
電の余剰熱を利用した水素ファーム、
マンゴー栽培ハウス、チョウザメ飼育
施設など、担当職員の説明に熱心に耳
を傾けていました。また、キャビアや
マンゴーピューレなども試食し、地域
の特性を生かした産業について改めて
感心を寄せていました。

菅　義偉  前内閣総理大臣

鈴木直道  北海道知事

鹿追町を視察されました

1 ２

３ ４ ５

６ ７ ８

９ 10 11

12 13 14

１ 花束でお出迎え　２ 菅前総理を囲んで記念写真　３ ４ ５ バイオガスプラント、水素ファームを視察　
６ マンゴーを手に取る菅前総理　７ マンゴー栽培ハウスを視察　８ ９ チョウザメ飼育施設を視察
10  11  水槽にサインをしていただきました　12  チョウザメを見る鈴木知事　13  キャビアを試食　14  試食をしながら意見交換
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旅立ちの時
中学校・高等学校卒業式

　

晴
れ
や
か
な
笑
顔
、

友
や
恩
師
と
別
れ
る

悲
し
み
に
く
れ
る
涙
。

　

鹿
追
高
等
学
校
で

３
月
１
日
、
町
内
各

中
学
校
で
３
月
15
日
、

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

入
学
前
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
、
行
事

の
中
止
や
延
期
、
縮

小
な
ど
制
限
の
多
い

学
校
生
活
を
送
っ
た

「
コ
ロ
ナ
世
代
」
の
卒

業
生
。

　

友
と
過
ご
し
た
時

間
、
卒
業
式
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
を
深

め
、
特
別
な
学
び
舎

を
後
に
す
る
卒
業
生

た
ち
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。

広報しかおい 2023.4
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Town's topics

まちの話題
　

２
月
25
日
、
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
老
い
じ

た
く
と
成
年
後
見
制
度
〜
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
認
知
症
の
時

代　

暮
ら
し
を
い
か
に
守
る
か
!!
〜
」
が
行
わ
れ
、

町
民
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
本
進
さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人
鹿
追

恵
愛
会
常
務
理
事
）
が
務
め
、
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
・
知
的
障
害
・
精

神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
判
断
す
る
能
力
が
欠
け

て
い
る
方
に
対
し
、
申
立
て
に
よ
っ
て
家
庭
裁
判

所
が
「
後
見
開
始
の
審
判
」
を
し
て
本
人
を
援
助

や
保
護
す
る
制
度
で
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、「
年
々
こ
の
制
度
の
需
要
は
増
加

し
て
い
る
。
元
気
な
う
ち
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い

方
は
少
し
考
え
て
み
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

元気なうちに老いじたく元気なうちに老いじたく
成年後見制度講演会開催成年後見制度講演会開催

【
男
子
】

▼
ス
キ
ー
の
部
▽
幼
児
①
会
田
梛 

②
渡
辺
華
帆 

③

妹
尾
美
陽
▽
小
学
生
低
学
年
①
渡
辺
耀 

②
井
馬
漣

哉 

③
八
田
空
▽
同
中
学
年
①
渡
辺
隼 

②
中
村
蓮 

③
坪
野
栄
斗
▽
同
高
学
年
①
山
口
志
成 

②
中
村
佳

敬 

③
碓
井
信
太
郎
▽
中
学
生
①
荒
井
奏
介
▽
一
般

①
日
吉
秀
典
▼
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
①
浅
野
季 

②

浅
野
翠 

③
藤
井
奏
多
▼
タ
イ
ム
申
告
レ
ー
ス
①
日

吉
秀
典
②
藤
井
悠
月
③
中
村
蓮

【
女
子
】

▼
ス
キ
ー
の
部
▽
小
学
生
低
学
年
①
会
田
陽
那 

②

妹
尾
朱
莉
▽
同
中
学
年
①
石
田
彩
華 

②
会
田
瑠
那

▽
同
高
学
年
①
武
田
萌
愛 

②
中
村
つ
ぐ
み 

③
坂
本

友
琉
瑠
▽
一
般
①
山
口
優
子 

②
妹
尾
千
佳 

③
鈴
木

寛
子
▽
壮
年
①
大
村
久
美
子
▼
タ
イ
ム
申
告
レ
ー

ス
①
妹
尾
千
佳
②
石
田
彩
華
③
坂
本
友
琉
瑠

　

２
月
19
日
、
町
運
動
公
園
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、

「
第
48
回
鹿
追
町
民
ス
キ
ー
大
会
」（
町
ス
キ
ー
協

会
主
催
・
米
澤
弥
千
義
会
長
）
が
開
催
さ
れ
、
町

民
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
閉
会
式
な
ら

び
に
表
彰
式
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

幼
児
か
ら
壮
年
ま
で
の
幅
広
い
世
代
が
参
加
し

た
同
大
会
で
は
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

の
ほ
か
、
自
身
の
申
告
し
た
タ
イ
ム
に
近
い
時
間

で
の
滑
走
を
目
指
す
、
タ
イ
ム
申
告
レ
ー
ス
の
３

種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
曇
り
空
で
は
あ

り
ま
し
た
が
穏
や
か
な
天
候
で
、
参
加
者
は
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
旗
門
を
目
指
し
て
果
敢

に
雪
山
を
滑
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
） 果敢に攻めゴールを目指せ果敢に攻めゴールを目指せ

第 48 回鹿追町民スキー大会第 48 回鹿追町民スキー大会

　

２
月
19
日
、
昨
年
７
月
に
撮
影
が
ス
タ
ー
ト
し

た
映
画
「
お
し
ゃ
べ
り
な
写
真
館
」（
藤
嘉
行
監
督
）

の
撮
影
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
の
ロ
ケ
地
の
ほ
と
ん
ど
が
鹿
追
町
内

で
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
町
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
出
演
し
制
作
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ケ
が
始
ま
る
前
か
ら
町
民
有
志
に
よ
る

「
さ
さ
え
隊
」（
相
澤
政
則
隊
長
）
が
結
成
さ
れ
、

炊
き
出
し
を
行
う
な
ど
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
を
文

字
通
り
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

撮
影
が
終
了
し
た
同
日
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
を

会
場
に
さ
さ
え
隊
に
よ
る
慰
労
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
演
の
中
原
丈
雄
さ
ん
を
は
じ
め
出
演
者
や

ス
タ
ッ
フ
な
ど
60
人
が
手
作
り
の
料
理
に
感
謝
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

映画「おしゃべりな写真館」今秋公開映画「おしゃべりな写真館」今秋公開
初上映は鹿追町内の予定初上映は鹿追町内の予定

 　

３
月
２
日
、「
令
和
４
年
度
鹿
追
町
ス
ケ
ー
ト

協
会
年
間
優
秀
選
手
等
表
彰
式
」（
同
会
主
催
・
神

谷
秀
敏
会
長
）
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

表
彰
式
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
ス
ケ
ー
ト
競
技

大
会
で
活
躍
し
た
20
人
、
１
団
体
に
対
し
そ
の
功

績
を
讃
え
年
間
優
秀
選
手
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
神
谷
同
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
励
ま
し
の
言

葉
と
共
に
手
渡
さ
れ
和
や
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
瓜
幕
中
学
校
３
年
生
熊
谷

し
ゅ
う
さ
ん
は
「
全
国
大
会
に
出
場
し
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

今年１年の活躍を讃え今年１年の活躍を讃え
年間優秀選手などを表彰年間優秀選手などを表彰

　

２
月
26
日
、
町
民
ホ
ー
ル
で
、
鹿
追
町
白
蛇
姫

舞
保
存
会
（
野
村
和
夫
会
長
、
会
員
23
人
）
創
立

50
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
約
80
人
が
出
席
。

式
典
で
は
同
保
存
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
特
別

功
労
賞
の
山
田
壮
一
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
20
人

に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
は
、
設
立
以
来
半
世
紀
の
間
、
郷
土

芸
能
の
白
蛇
姫
舞
を
継
承
し
、
後
継
者
の
育
成
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
然
別
湖
で
開
催
す
る

白
蛇
姫
ま
つ
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
、
平
成

２
年
に
は
北
海
道
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
提
携
10
周

年
記
念
式
典
に
招
か
れ
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

白
蛇
姫
舞
は
、
平
成
21
年
鹿
追
町
無
形
文
化
財

に
指
定
、
令
和
３
年
北
海
道
地
域
文
化
選
奨
特
別

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

更なる発展を期待し節目を祝う更なる発展を期待し節目を祝う
白蛇姫舞保存会創立記念式典白蛇姫舞保存会創立記念式典
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Town's topics

まちの話題
　

３
月
５
日
、「
鹿
追
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定

期
演
奏
会
」（
同
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
主
催
）

が
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
追
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
前
身
の
鹿

追
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
始
ま
り
。
令
和
２

年
か
ら
少
年
団
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
ス
テ
ー
ジ
は
２
部
構
成
で
組
ま
れ
、

第
一
部
は
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
な
ど
耳

に
馴
染
み
の
あ
る
全
５
曲
を
演
奏
。
第
２
部
は
、

鹿
追
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
、
地
域
の
方
々
、
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
保
護
者
や
鹿
追
小
学
校
の
先

生
方
が
協
力
出
演
し
ま
し
た
。
総
勢
50
人
あ
ま
り

が
出
演
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

な
ど
を
演
奏
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
来
場
者
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

日頃の練習の成果を発表　鹿追ジュ日頃の練習の成果を発表　鹿追ジュ
ニアアンサンブルがコンサート開催ニアアンサンブルがコンサート開催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
中
断
し
て
い
た
Ｓ
Ｓ
ハ
ウ
ス
（
西
町
３
丁
目
）

で
の
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
民
の
長
期
滞
在
事
業

を
今
年
度
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
ド
ナ
・
コ
ー
ワ
ン
元
町
長
が
、

平
成
27
年
、
同
28
年
に
続
き
３
回
目
の
来
町
。
滞

在
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
、
保
育
園
児
と
の
交
流

や
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を
催
す
な
ど
、
鹿
追
町
民
と

の
積
極
的
な
ふ
れ
あ
い
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ど
ん
な
計
画
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
滞
在
中
に
は
、
鹿
追
町
で
平
成
９
、
13
、

16
年
の
３
度
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
さ
れ
て
い
た
息
子
さ
ん

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ワ
ン
さ
ん
）
も
来

町
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

お帰りなさいコーワンさんお帰りなさいコーワンさん
４年ぶり相互住民長期滞在事業再開４年ぶり相互住民長期滞在事業再開

　

３
月
７
日
、
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
鹿
追
中

学
校
、
瓜
幕
中
学
校
芸
術
鑑
賞
会
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
生
徒
と
学
校
関
係
者
な
ど

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
お
招
き
し
た
の
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
半
﨑
美
子
さ
ん
。
半
﨑
さ
ん
は
北
海
道

の
大
学
を
中
退
し
単
身
上
京
、
17
年
の
下
積
み
を

経
て
、
２
０
１
７
年
４
月
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
う
た
に
書
き
下
ろ
し
た
「
お
弁

当
ば
こ
の
う
た
～
あ
な
た
へ
の
お
手
紙
」
は
ロ
ン

グ
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
自
身

が
作
詞
作
曲
す
る
楽
曲
７
曲
を
披
露
。
友
を
慈
し

み
、
母
を
愛
す
る
曲
が
始
ま
る
と
、
会
場
内
は
静

ま
り
返
り
、
澄
み
切
っ
た
優
し
い
歌
声
に
涙
し
て

聴
き
入
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

澄んだ歌声がホールいっぱいに澄んだ歌声がホールいっぱいに
鹿追中学校  瓜幕中学校芸術鑑賞会鹿追中学校  瓜幕中学校芸術鑑賞会

■試験区分
　大学卒・短大卒・救急救命士（予定）
■採用人数、試験日程、申込
　試験案内で確認してください。

■問合せ

とかち広域消防局総務課人事給与係
　　帯広市西６条南６丁目３番地１
　　☎ 0155（26）9121

　令和６年４月１日採用予定の消防職員採用資格試験（前期）の実施を５月下旬頃予定して
います。
　試験案内は４月 10 日（月）から、とかち広域消防局総務課、十勝管内各消防署で配布予
定のほか、とかち広域消防事務組合ホームページにも掲載する予定です。
詳細は、試験案内でご確認ください。

令和５年度 とかち広域消防事務組合
消防職員採用資格試験〈前期〉

Information

とかち広域消防
事務組合 HP

　国際交流センター平成館の管理運営の一つ
にカフェの業務があります。料理については、
私自身学生の頃にレストランバイトでの経験
がある位なものでしたので、一から平成館の
メニュー作りを覚えることから始まりました。
衛生面、接客面について十分注意しました。
　朝食については、昨年９月から今年２月ま
で世界４カ国の朝食を提供しました。お客様
から多数のご意見を聞くことができ、自分の
気づかなかった点などをお話しいただき勉強
になりました。イベントについては、小規模
ですが夏場に一度行うことができました。
　今後は今までご協力いただいた皆さまとの
関係を大事にすること、また多くの皆さまに
平成館を知って数多くご利用いただくことを
考え活動して行きたいと思います。

碓
う す い

井 伸
の ぶ お

郎 隊員（北海道札幌市より）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
の
施
設
管
理
・

運
営
に
携
わ
り
ま
す

　再生可能エネルギー発電設備および公共施
設の電気保安設備に関し、地域おこし協力隊
として３年間を終えようとしています。
　当初は発電設備の発電特性と各設備の負荷
特性が全く分からず、若干の不安もありまし
たが何とか事故もなく運用することが出来ま
した。
　CO2 削減は設備の導入と運用だけでは達成
できるものではなく、施設管理の職員や町民
の皆さんのエネルギー消費意識が一番重要で
あると思います。
　新年度も引き続き電気保安業務に携わるこ
とになりましたので、電気保安に寄与致しま
す。

清
せ い の

野 松
ま つ お

男 隊員（北海道音更町より）

町
の
電
気
保
安
管
理
業
務
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
り
ま
す

協力隊が行く地域おこし
▼地域おこし協力隊とは
　人口減少や高齢化により人材不足が進む地方にお
いて、意欲ある都市部の人たちを迎え、地域活性化
や町おこしを行い、その地域への移住・定住を図る
取り組みを実施しています。この制度を「地域おこ
し協力隊」といい、平成 21 年に総務省が創設、鹿

追町では同 24 年から隊員の受け入れを開始しまし
た。
　外側から見るからこそ明確になる鹿追の魅力や課
題、内側から見ることでわかる実状や目標など新た
な視点からの活動が期待されています。

企画課 企画係　☎ 66・4032
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▼
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
日
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
で
、
お
も
い
き
り
体
を
動

か
し
て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

《
日
時
》
毎
月
第
２
火
曜
日
／
午
前
11
時

～
11
時
45
分
・
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

《
場
所
》
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
持
ち
物
》
飲
み
物
・
汗
拭
き
タ
オ
ル

《
そ
の
他
》
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
毎
月
発
行
の
げ
ん
き
だ
よ
り
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
日
に
つ
い
て

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
お
母
さ
ん
方

の
産
後
の
体
調
回
復
や
育
児
の
疲
れ
を

解
消
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
ま
す
。

《
日
時
》
４
月
14
日
（
金
）・
５
月
12
日

（
金
）・６
月
９
日（
金
）・７
月
14
日（
金
）・

８
月
18
日
（
金
）・
９
月
８
日
（
金
）・

10
月
６
日
（
金
）・
11
月
10
日
（
金
）・

12
月
８
日
（
金
）・
１
月
12
日
（
金
）・

２
月
16
日
（
金
）・
３
月
８
日
（
金
）・

／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
対
象
》
０
カ
月
か
ら
１
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

《
持
ち
物
》
バ
ス
タ
オ
ル

《
そ
の
他
》
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
66
・

１
１
６
５

　

　
次
代
を
担
う
青
少
年
の
人
材
育
成
の

た
め
に
研
修
に
対
す
る
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
に
意
欲
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》
高
校
生
以
上
40
歳
以
下
、
町
内

在
住
２
年
以
上
の
方
で
積
極
的
に
町
内

活
動
を
行
っ
て
い
る
町
民

《
期
間
》
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年
３

月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
研
修

《
助
成
》
１
研
修
に
つ
き
総
費
用
の
50
％

以
内
を
助
成
・
最
高
限
度
額
は
１
個
人

15
万
円
以
内
、１
団
体
20
万
円
以
内
（
予

算
の
範
囲
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

《
申
請
方
法
》
随
時
受
付
し
ま
す
。
申
請

書
と
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
類
は
ピ
ュ
ア
モ

ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
用
意
し
て
い
ま

す
）

《
注
意
事
項
》
研
修
先
は
国
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
。
職
場
研
修
は
対
象
外
で
す
。

《
過
去
の
実
績
》
語
学
研
修
、農
業
研
修
、

技
術
研
修
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
）
な
ど

問
合
せ 
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

（
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
）  

☎
69
・

７
１
２
２

▼
ア
ラ
イ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
の
出
没
に
つ
い
て

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
が
町

内
各
所
に
現
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ア
ラ

イ
グ
マ
は
気
性
が
荒
く
、
興
奮
す
る
と

噛
み
付
く
こ
と
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
春
期
は
出
産

期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
捕
獲
す
る
こ

と
で
個
体
の
増
加
を
効
率
的
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
侵
入
・
被
害
・
出
没

状
況
な
ど
が
あ
る
際
は
、
捕
獲
用
箱
わ

な
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
春
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
は
「
春
の

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
」
で
す
。
こ
の

時
期
は
山
菜
取
り
な
ど
で
山
林
に
入
る

人
が
多
く
、
ヒ
グ
マ
と
出
会
う
確
率
が

高
い
時
期
で
す
。
ご
み
は
持
ち
帰
る
、

音
を
出
し
て
歩
く
な
ど
、
ヒ
グ
マ
と
出

会
わ
な
い
た
め
の
意
識
を
持
っ
た
行
動

を
取
り
、
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
ふ
ん
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　
ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況
な
ど
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

農
業
振
興
課 

農
政
係  

☎ 

66
・

４
０
３
５

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

 

お
知
ら
せ

情報BOX

青
少
年
人
材
育
成
研
修
者　
募
集

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

《
申
請
期
間
》
不
動
産
を
相
続
し
た
日
か

ら
３
年
以
内　
※
正
当
な
理
由
な
く
申

請
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
10
万
円
以
下

の
過
料
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
申
請
人
》
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

《
必
要
書
類
》
相
続
を
証
す
る
書
面
ほ
か

※
具
体
的
な
書
類
は
法
務
局
ま
た
は
司

法
書
士
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

《
申
請
先
》
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

ま
た
は
不
動
産
を
管
轄
す
る
法
務
局

《
そ
の
他
》
相
続
登
記
の
申
請
は
専
門
家

で
あ
る
司
法
書
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
登
記
手
続
き
に
必

要
な
書
類
の
説
明
は
法
務
局
の
手
続
き

案
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
要
予
約
、
電

話
で
の
ご
説
明
と
な
り
ま
す
）

問
合
せ 

釧
路
司
法
書
士
会
（
無
料
相
談

受
付
）
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎︎
０
１
２
０
・

13
・
７
８
３
２
／
釧
路
地
方
法
務
局
帯

広
支
局
☎
０
１
５
５
・
24
・
５
８
２
３

　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
釧
路

地
方
法
務
局
帯
広
支
局
・
帯
広
市
の
主

催
に
よ
り
相
談
者
を
女
性
に
限
定
し
た

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を
定
期
的
に
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
帯
広
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

　
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、
職
場
で
の
男
女

差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
は
不
要
、
相
談
無
料
、
も

ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

《
日
時
》
４
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
～

３
時
30
分
（
最
終
受
付
午
後
３
時
）

《
場
所
》
帯
広
市
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大

集
会
室
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目
１

番
地
）

問
合
せ 

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎︎
０
１
５
５
・
24
・
５
８
５
３

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

☎
０
１
５
５
・
24
・
５
８
２
３

　
令
和
５
年
度
調
理
師
試
験
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。。

《
試
験
日
時
》
８
月
29
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
ま
で

《
試
験
会
場
》
帯
広
市
（
会
場
は
受
験
票

に
よ
り
通
知
し
ま
す
）

《
受
験
資
格
》
学
校
教
育
法
第
57
条
に
規

定
す
る
方
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食

物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
・
学

校
・
病
院
な
ど
の
施
設
、
ま
た
は
飲
食

店
営
業
・
魚
介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ
い

製
造
業
・
複
合
型
そ
う
ざ
い
製
造
業
に

掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
、
令
和
５
年
５

月
19
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務

に
従
事
し
た
方

《
願
書
受
付
》
５
月
８
日
（
月
）
〜
５
月

19
日
（
金
）
ま
で

《
受
験
手
数
料
》
６
９
０
０
円

《
願
書
の
配
布
》
３
月
上
旬
予
定

問
合
せ 

十
勝
総
合
振
興
局 

保
健
環
境
部 

保
健
行
政
室 

企
画
総
務
課 

企
画
係

☎
０
１
５
５
・
27
・
８
６
３
８

　
町
内
道
の
駅
で
販
売
す
る
鹿
追
焼（
鹿

追
窯
製
品)

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
町
民

還
元
販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
会
計
の
際
に
レ
ジ
係
員
に
町
民
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
物
（
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、
半

額
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ 

商
工
観
光
課 

陶
芸
係  

☎ 

66
・

３
７
３
８

　

相
続
登
記
の
義
務
化
が

始
ま
り
ま
す

鹿
追
焼
の
販
売
に
つ
い
て

農
業
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
女
性
の
た
め
の
人
権
な
ん
で
も

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

令
和
５
年
度 

調
理
師
試
験
実
施

の
お
知
ら
せ

鹿追焼の
販売について

法務省 HP

北海道 HP
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お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

鹿
追
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
冬
季
ゲ
ー

鹿
追
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
冬
季
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会

　

３
月
８
日
、「
第
30
回
鹿
追
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
冬
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

（
鹿
追
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
・
𠮷

田
允
会
長
）
が
交
流
セ
ン
タ
ー
み
な
い
る

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
よ
り
６
チ
ー
ム
、
会
員
41
名
が

参
加
。
チ
ー
ム
が
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

位
チ
ー
ム
で
順
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
仲
間
の
指
示
や
声
援
を
受
け

な
が
ら
集
中
力
を
高
め
て
プ
レ
イ
し
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
会
員
同
士
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
優
勝 

瓜
幕
寿
会
（
暁
）
／
準
優
勝

鹿
追
寿
会
／
第
３
位 

笹
川
寿
会
（
Ｂ
）

鹿
追
交
通
少
年
団
の
退
団
・
入
団
式
が

鹿
追
交
通
少
年
団
の
退
団
・
入
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た

町
民
課  

住
民
生
活
係

　

３
月
８
日
、
鹿
追
交
通
少
年
団
（
鹿

追
交
通
少
年
団
育
成
協
議
会
・
市
川
政

道
会
長
）
の
退
団
・
入
団
式
が
役
場 

研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
少
年
団

は
、
鹿
追
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児
童

で
組
織
さ
れ
、
交
通
安
全
街
頭
指
導
、

交
通
遺
児
募
金
活
動
、
町
内
事
業
所
訪

問
な
ど
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
掛
け

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
川
会
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
退
団

員
に
記
念
品
が
、
新
入
団
員
に
団
員
証

が
手
渡
さ
れ
、
交
通
安
全
の
誓
い
を
斉

唱
し
、
事
故
防
止
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
新
入
団
員
を
加
え
5
人
と

な
っ
た
交
通
少
年
団
の
今
後
の
活
気
あ

る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交通ルールとマナーをしっかり守り、ぼく
たちがみんなのお手本になります！

仲間にアドバイスや指示を送るなど覇気の
ある声が飛び交いました

瓜
幕
中
学
校
で
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま

瓜
幕
中
学
校
で
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
し
た

町
民
課 

戸
籍
年
金
窓
口
係

　

３
月
９
日
、
瓜
幕
中
学
校
（
玉
川
弘

幸
校
長
）
で
３
年
生
を
対
象
に
法
務
大

臣
委
嘱
の
人
権
擁
護
委
員
３
人
に
よ
る

人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

人
権
」
を
テ
ー
マ
に
、
３
人
の
女
子
高

生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
ビ
デ
オ
を
視
聴
。
ま

た
、
委
員
さ
ん
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
人
権
侵
害
が
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
自
分
自
身
で

人
権
侵
害
を
行
わ
な
い
よ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
発
言
ル
ー
ル
を
再
確

認
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

人権侵害などがあった場合は一人で悩まず家
族や先生、専門ダイヤルへの相談も大切です

株
式
会
社
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
と
町
が
脱
炭

株
式
会
社
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
と
町
が
脱
炭

素
を
核
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結

素
を
核
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結

企
画
課  

企
画
係

　

２
月
６
日
、
役
場
に
お
い
て
「
脱
炭

素
を
核
と
し
た
地
方
創
生
の
実
現
に
関

す
る
連
携
協
定
締
結
式
」
が
行
わ
れ
、

町
と
株
式
会
社
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
池
田

憲
士
郎
代
表
取
締
役
社
長
）
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
社
が
自
治
体
と
「
脱
炭
素
」
を
核

に
し
た
協
定
締
結
は
、
鹿
追
町
が
初
め

て
で
す
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
脱
炭
素
を
核
と
し

た
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
省
・
創
・
蓄
」

と
な
る
取
り
組
み
、
ま
た
「
ス
ポ
ー
ツ

×
脱
炭
素
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
事

業
を
、
両
者
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

協定書を取り交わした池田代表取締役社長
（左）と喜井町長

令
和
４
年
度
２
回
目
の
喜
井
町
長

令
和
４
年
度
２
回
目
の
喜
井
町
長  

カ
フ
ェ
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

カ
フ
ェ
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

企
画
課 

広
報
広
聴
係

　

２
月
21
日
、「
令
和
４
年
度
第
２
回

喜
井
町
長
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
」（
町
主
催
）

を
、
町
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
の

応
接
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
ト
ー
ク
は
「
喜
井
町
長
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
制
度
」
の
ひ
と
つ
で
、
こ

の
日
は
３
組
の
ご
予
約
で
８
人
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
運
営
の
相
談
や

自
然
保
護
の
提
案
な
ど
が
交
わ
さ
れ
、

喜
井
町
長
は
一
人
一
人
と
向
き
合
い
、

生
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
大
変
満
足
し
た
」

「
話
し
や
す
く
、
親
切
な
対
応
だ
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い
」と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
の
研
究
成
果

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
の
研
究
成
果

を
報
告
し
ま
し
た

を
報
告
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課  

推
進
係

　

２
月
19
日
、「
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ

ー
ク
学
会
２
０
２
３
」（
町
主
催
、
同

推
進
協
議
会
協
力
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
学
会
は
、
地
球
科
学
の
楽
し
さ
や

環
境
保
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
の

が
目
的
で
、
２
０
１
７
年
に
初
め
て
開

催
し
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
専
門
家
が
最
新
の
報

告
と
し
て
、
日
本
の
風
穴
や
ナ
キ
ウ
サ

ギ
と
地
球
温
暖
化
な
ど
に
つ
い
て
解

説
。
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
か
ら
は
然
別

湖
の
氷
結
調
査
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
第
２
部
は
、
鹿
追
の
自
然
や

成
り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
話
題
提
供
が

あ
り
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。鉱石に紫外線を当てると美しい輝きを見せ

ると話す石橋隆大阪大学研究員

未
来
の
鹿
追
町
へ
提
案
で
き
る
こ
と
学

未
来
の
鹿
追
町
へ
提
案
で
き
る
こ
と
学

び
の
集
大
成
を
発
表
し
ま
し
た

び
の
集
大
成
を
発
表
し
ま
し
た

学
校
教
育
課  

学
校
教
育
係

　

２
月
７
日
、
鹿
追
中
学
校
（
池
田
哲

校
長
）
に
お
い
て
「
鹿
追
町
未
来
へ
の

提
案
報
告
会
」
が
第
３
学
年
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
中
学
校
の

学
び
の
集
大
成
と
す
る
も
の
で
、
鹿
追

町
の
「
よ
さ
」
や
「
課
題
」
を
見
つ
め

な
お
し
「
将
来
住
み
続
け
た
い
町
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
内
容
を
深
め
、
９
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
発
表
。「
鹿
追

町
の
観
光
業
の
活
性
化
ー
イ
ベ
ン
ト
・

新
た
な
宿
泊
施
設
の
提
案
ー
」
内
容
に

は
「
花
の
旅
館
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
い
資
料

を
作
成
し
発
表
し
ま
し
た
。

オブザーバーとして参加する地域の皆さん
から提案への質疑が寄せられた

公共施設の活用やイベント開催などまちづ
くりの提案に聞き入る喜井町長

武
田
耕
次
さ
ん
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞

武
田
耕
次
さ
ん
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞

の
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た

の
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た

商
工
観
光
課  

観
光
係

　

３
月
８
日
、
町
在
住
の
武
田
耕
次
さ

ん
が
役
場
を
訪
れ
、
令
和
４
年
度
北
海

道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係
功
労
者
）

を
受
賞
し
た
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
平
成
２
年
に
鹿
追
町
フ

ァ
ー
ム
イ
ン
研
究
会
を
設
立
し
、
全
国

に
先
駆
け
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
推
進
。
平
成
28
年
度
に

は
鹿
追
町
農
泊
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
て
地
域
ぐ
る
み
で
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
ほ
か
、
北

海
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
事
務
局
長
と

し
て
北
海
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
開
設

に
携
わ
る
な
ど
、
農
村
地
域
の
活
性
化

や
地
域
農
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。

農業・農村振興功労者として受賞された武
田耕次さん（右）
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第 491 回　鹿追産サツマイモの加工品づくり
　鹿追産の「サツマイモ」を使い、美味しい加工品を
作って楽しみましょう！

日　　時　４月 20 日（木）
　　　　　 午前 9 時 30 分〜 14 時 30 分頃まで
場　　所　ワーキングセンター
経　　費　1000 円前後（原材料代他）
対　　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持  ち  物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　　員　６人まで
申込受付　４月３日（月）〜４月 13 日（木）
申　　込　上記係まで
＊次回は《ケーゼソーセージ》を予定しています。
　（都合により変更する場合あり）

4 月の加工体験研修
農業振興課 農政係 ワーキングセンター　☎ 66•2985

　毎日の暮らしの中で使う器を自分の手で作ることが
できたらどんなに楽しいでしょうか。土と遊び、人と
語らいながら器づくりを楽しんでみませんか？

■基礎・創作講座
〈初心者や創作経験者を対象・基礎知識を中心〉

日　時　４月 10 日〜９月 25 日  毎週月曜日
　　　　午前９時〜正午
■夜間講座

〈初心者や創作経験者対象・基礎やロクロを中心〉
日　時　４月 10 日〜 12 月 26 日  毎週月曜日
　　　　午後６時 30 分〜９時 30 分
■ 1 日体験講座

〈３人からの団体を対象にマグカップや湯呑、皿
などを作ります〉
日　時　通年   所要時間１時間 30 分程度
　　　　※１カ月前からの予約が必要です

費　用
【基礎・創作・夜間共通】

  受講手数料　１１００円 / 月（65 歳以上無料）
  材料費　800 円／粘土１キログラム

【１日体験講座】１人９５０円〜
定　員　各講座先着 15 人（定員に
　　　　  満たない場合は途中参加可）
申　込　上記係まで

陶芸講座のご案内
商工観光課 陶芸係　☎ 66•3738

陶芸講座のご案内

〜経験豊富な講師の添削が受けられます〜
　毎月 1 回、受講生の提出する作品を経験豊富な講師
の方々に添削指導していただきます。「人を惹きつけ
る文章が書きたい」「教室を通じて仲間が欲しい」な
ど大歓迎です。

日　時　毎月第３木曜日　午後 7 時〜 9 時
場　所　町民ホール
対　象　年齢・居住地問いません
受講料　年会費 1 万 2000 円
締　切　４月７日（金）
申　込　下記係まで 
　　　　※氏名 • 住所 • 電話番号をお伝えください

道新鹿追エッセー教室
北海道新聞社との共催教室

〜日常で感じたこと、文章にしてみませんか〜
　標記教室では年間 5回の講座の中で、毎月受講生の
提出する作品をもとにエッセーの書き方を指導いただ
きます。初心者の方におすすめ！

日　時　5 月〜９月　毎月第２火曜日（全５回）
　　　　午後１時 30 分〜
場　所　町民ホール
対　象　年齢・居住地問いません
講　師　大上加代さん
受講料　無料
締　切　４月 14 日（金）
申　込　下記係まで 
　　　　※氏名 • 住所 • 電話番号をお伝えください

やさしいエッセー教室

〜新たな仲間・生きがいづくりしませんか〜
　白寿大学では学生を募集しています。講演会や体験学習、修学旅行、実技班活動、大学祭など楽しい
学生生活があなたを待っています！

日　時　毎月第２・４金曜日（５〜３月）　午前 10 時〜　
場　所　町民ホール
対象者　60 歳以上の元気な町民の方
受講料　無料（材料費等は実費）
締　切　４月 14 日（金）
申　込　右記係まで

鹿追町ヌプカウシ白寿大学 新入生募集！
高齢者学級 

社会教育課からのお知らせ

社会教育課 社会教育係 
☎ 66•3300

イベント情報社会教育課からのお知らせ
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鹿笛吟社 俳句 毎月 7 日  9:30 ～ 四季の感動や日頃の思いを俳句にして、俳句
の向上と親睦を深めます。

鹿追四季の会 俳句 第 3 木曜 13:00 ～ 四季を感じながら俳句の技術向上を目指しま
す。

鹿追愛吟会 詩吟 月 3 回水曜 19:00 ～ 漢詩・和歌などをみんなで吟詠しています。

道新鹿追
エッセー教室 エッセー 第 3 木曜 19:00 ～ 作品を講師の方に添削していただきます。

（全 12 回）

やさしい
エッセー教室 エッセー 第 2 火曜 13:30 ～ 作品を発表し講師の方から講評をいただきま

す。（全 5 回）

北こぶし 植物細密画 不定期
（月 6 回程） 13:30 ～

樹木や庭の草花、山野草、野菜、果実など植
物全般をケント紙、鉛筆、ペン、色鉛筆、ルー
ペなどを使って描きます。

たのしい絵手紙 絵手紙 月 2 回
（火・水）

火 13:30 ～
水 10:00 ～

絵手紙に上手、下手はありません。
私たちと一緒に楽しみませんか。

鹿追白蛇姫舞保存会 郷土芸能 不定期 19:00 ～

鹿追町が誇る郷土芸能としてさまざまな場所
で舞を披露しています。近年は会員の年齢層
が上がりつつあり、若返りをはかられたらと
思います。初心者大歓迎です！思い立ったら
まずは見学にお越しください。

しゃくなげ会 大正琴 第 2・4 火曜  10:00 ～ みんなで楽しく演奏しましょう！見学・初心
者大歓迎。

神刀流剣武会 剣武 毎週火曜
第４水曜 19:00 ～ 日本刀と扇で舞う舞踊です。見学大歓迎！

鹿追カラオケ同好会 カラオケ 第 2・4 木曜 夏 19:00 ～
冬 18:00 ～ 通信カラオケ（DAM）で歌いましょう！

カントリーダンス
サークル ダンス 第 1・3 金曜 19:00 ～ ハットでかっこよく踊ります。毎年、もみじ

の里で発表しています。

プア・アロハ ダンス 毎週月曜 13:00 ～ 昼間のフラダンス教室です。年齢経験問わず
大募集中です！

鹿追光画会 写真 偶数月の
最終日曜 14:00 ～ 仲間で写真を楽しみませんか？初心者も大歓

迎です！

鹿追フォークダンス
サークル ダンス 毎週水曜・土曜 水 13:00 ～

土   9:00 ～
私たちは世界各国の踊りを、健康維持を目的
に楽しく踊っています。一度見学してみませ
んか。

白寿大学 高齢者学級 第 2・4 金曜 10:00 ～ 60 歳以上の高齢者学級です。講座や実技班
活動を行います。仲間大募集！

　町教委ではサークル加入者を大募集して
います。自分にあった素敵な趣味を見つけ
てイキイキとした毎日を過ごしましょう。
　ご興味のある団体がありましたら右記ま
でご連絡ください。体験・参加してみたい
サークルの代表者へお取り次ぎをします。

教育委員会 社会教育課 社会教育係
☎ 66・3300

「サークル内容を詳しく聞いてみたい」「とりあえず見学してみたい」など、
まずはお気軽にお問い合わせください！

場所：町民ホール

あたらしいこと
  始めてみませんか?

然
別
湖
の
氷
の
厚
さ

厚
さ
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
毎
年
観
測
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
気
候
変
動
の
影
響
が
見

え
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

図
に
、
昨
年
と
今
年
の
然
別
湖
最
深
点
で

の
積
雪
と
氷
の
厚
さ
を
示
し
ま
し
た
。
昨
年

は
氷
の
厚
さ
が
50
セ
ン
チ
以
上
あ
っ
た
の

が
、
今
年
は
約
30
セ
ン
チ
と
お
お
よ
そ
半
分

の
厚
さ
で
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
大
き

く
影
響
す
る
の
は
氷
の
上
に
積
も
っ
た
雪
の

深
さ
で
す
。
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
る
と
、「
ふ

と
ん
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
寒
さ
が

湖
の
水
に
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
面
結
氷
し
た
直
後
の

12
月
下
旬
に
ま
と
ま
っ
た
量
の
雪
が
積
も

り
、
氷
の
厚
さ
を
測
定
し
た
２
月
時
点
で
も

多
く
の
雪
が
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
気
候
変

動
の
影
響
を
考
え
て
い
く
と
き
も
、
冬
の
寒

さ
だ
け
で
は
な
く
、
結
氷
開
始
後
に
た
く
さ

ん
の
雪
を
も
た
ら
す
低
気
圧
が
や
っ
て
き
や

す
い
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
雪
に
関
す
る
こ

と
に
も
着
目
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ
：
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

　
春
が
訪
れ
、
然
別
湖
は
開
氷
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
白
か
っ
た
表
面
に
ブ
ル
ー
の

開
水
面
が
現
れ
、
ま
た
、
湖
氷
が
融
解
時
に

縦
に
ほ
ぐ
れ
て
い
く「
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
」

が
見
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
然
別
湖
で
は
概
ね
２
月
の
中
旬
に

氷
が
最
も
厚
く
な
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
何

点
か
代
表
点
を
選
ん
で
、
２
月
中
旬
に
氷
の

HP

企画課 企画係
☎ 66•4032

今回のテーマ

　

今
月
の
「
お
う
ち
で
で
き
る
!!

か
ん
た
ん
省
エ
ネ
節
約
コ
ー

ナ
ー
」
は
、
照
明
器
具
で
で
き
る

省
エ
ネ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
家
に
あ
る
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
変
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
白
熱
電
球
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
に
交
換
す
る
こ
と
で
、
年
間
約

３
３
６
０
円
節
約
で
き
る
と
と
も
に

電
球
の
寿
命
も
白
熱
電
球
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
を
比
べ
る
と
約
40
倍
も
使
用
で

き
る
時
間
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

※
54
Ｗ
の
白
熱
電
球
か
ら
９
Ｗ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
交
換
し
た
場
合

　

ま
た
、
白
熱
電
球
や
蛍
光
ラ
ン
プ

で
も
、
消
灯
時
間
を
１
日
１
時
間
減

ら
す
だ
け
で
、
白
熱
電
球
が
年
間
約

７
３
２
円
、
蛍
光
ラ
ン
プ
が
年
間
約

１
５
６
円
節
約
で
き
ま
す
。

※
54
Ｗ
の
白
熱
電
球
１
灯
、
12
Ｗ
の
蛍
光
ラ
ン

プ
１
灯
の
点
灯
時
間
を
短
縮
し
た
場
合

　

他
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
選
ぶ
際
に

「
Ｓ
」
マ
ー
ク
に
注
意
し
て
選
ぶ
の
も

寿
命
を
長
く
使
う
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ダ

ウ
ン
ラ
イ
ト
の
上
部
に
断
熱
材
が
施

工
し
て
あ
る
と
、
内
部
に
溜
ま
っ
た
熱

に
よ
り
、
発
光
効
率
が
低
下
し
寿
命
が

短
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ト
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
白
熱

電
球
を
電
球
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に
交

換
す
る
際
、
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
な
ど
の
枠

や
反
射
板
を
確
認
し
て
Ｓ
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
る
場
合
は
、
断
熱
材
施
工
器

具
対
応
タ
イ
プ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

断
熱
材
施
工
器
具
対
応
か
ど
う
か
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
購
入
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
も
選
ぶ
も
の
に

よ
っ
て
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
近
年
で

は
人
感
セ
ン
サ
ー
や
節
電
設
定
な
ど

省
エ
ネ
機
能
の
あ
る
も
の
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

電
気
代
が
高
騰
し
て
い
る
今
、
気

に
し
て
照
明
選
び
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

出
典
：
経
済
産
業
省　

北
海
道
経
済
産
業
局　

　
　

 

実
践
お
う
ち
で
省
エ
ネ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

おうちでできる！

・省エネ 節約コーナー

「照明器具」
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国民年金の　　　 手続きを
お忘れではありませんか？

国
民
年
金
の
種
類
は
３
種
類

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の
３
つ
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
、
学
生
、
フ

リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
や
そ
の
配

偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

【
第
２
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
（
民
間

会
社
員
や
団
体
職
員
、
公
務
員
な
ど
）

【
第
３
号
被
保
険
者
】

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者

転
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど

生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
届
け
出
を

　

　

ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
・
退
職

や
結
婚
な
ど
で
加
入
す
る
国
民
年
金
の
種
類

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
に

は
資
格
取
得
な
ど
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
国
民
年
金
に
未
加
入
の
ま

ま
だ
と
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
万
が
一
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
死
亡
し
た
と
き
の

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

▼
帯
広
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
５
５
・
25
・
８
１
１
３

▼
町
民
課 

戸
籍
年
金
窓
口
係

　
こんなとき 被保険者の種別 届け出先

会社を退職したとき 第２号→第１号

役　場
（離職日が確認できるものと、マ

イナンバーまたは基礎年金番号
が必要）

配偶者が会社を退職したとき

第３号→第１号
配偶者（第２号被保険者）の扶養
からはずれたとき

結婚や退職で配偶者（第２号被保
険者）の扶養となったとき

第１号↘
第２号↗　 配偶者の勤務先第３号

転職・退職・結婚

マイナポータルを利用した
年金手続きの電子申請が可能です

変変更更   

マイナポータルから以下の国民年金に関す
るお手続きができます

①国民年金第一号被保険者加入の届出（退職後
の厚生年金からの変更など）

②国民年金保険料免除・納付猶予の申請

③国民年金保険料学生納付特例の申請

マイナポータルをお使いいただく際
は以下のものをご準備ください

●マイナンバーカード

●マイナンバーカードを受け取った際
に設定した4ケタのパスワード

国民年金
町民課 戸籍年金窓口係

Information

☎66•4031
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４月診療の４月診療の
ご案内ご案内

●
総
合
内
科
・
消
化
器
内
科
診
療

 　

担　
　

当
：
林
修
也
院
長

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

　
担　
　

当
：
白
山
真
司
副
院
長

●
眼
科
診
療

４
月
13
日
・
27
日
（
木
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科
院
長

●
泌
尿
器
科
診
療

４
月
４
日
（
火
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

４
月
10
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療

４
月
17
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

４
月
14
日
・
28
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
9
時
〜
正
午

　

担　
　

当
：
国
立
病
院
機
構
帯
広
病
院

循
環
器
科
医
師

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
な
ど
が
対
応

日
2

9

16

23

30

土
1

8

15

22

29
(昭和の日)

金

7

14
循環器内科

21

28
循環器内科

木

6

13
夜間診療

眼科

20

27
夜間診療

眼科

水

5
小児ワクチン

12
小児ワクチン

19
小児ワクチン

26
小児ワクチン

火

4
泌尿器科

11

18

25

月

3

10
脳神経内科

17
形成外科

24

お知らせ
国保病院からの

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

商
工
観
光
課
☎
66
・
４
０
３
４

☎66•2031

　

令
和
４
年
４
月
に
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
で
18
・
19
歳
の
間
で
特
に

増
加
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介
し
ま
す
。新
た
に
成
人
に
な
っ

た
人
や
同
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ
親
世
代
の
方
々
は
、
ど
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
て
対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

・
エ
ス
テ
や
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

・
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル

・
情
報
商
材
や
仮
想
通
過
な
ど
の
儲
け
話
ト
ラ
ブ
ル

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
借
り
入
れ
の
支
払
い
ト
ラ
ブ
ル

・
送
り
付
け
や
架
空
請
求
ト
ラ
ブ
ル

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
会
い
系
ア
プ
リ
の
詐
欺
や
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル

詳
し
い
事
例
や
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
応
策
を
町
Ｈ
Ｐ

「
消
費
者
コ
ー
ナ
ー
暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知

識
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
っ
て
増
加
し
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　

メ
ー
ル
で
の
消
費
生
活
相
談
を
24
時
間
受
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
・

日
中
は
忙
し
い
、
電
話
や
対
面
で
は
相
談
し
づ
ら

い
、
困
っ
て
い
る
が
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相談窓口
町 HP

4 月 のカレンダー
■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）■18
カ月児・３歳児健診・４歳児フッ素塗布（トリム
センター 13:00）■道新鹿追エッセー教室（町民ホー
ル 19:00）
■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■鹿追町長選挙および鹿追町議会議員選挙投票日
（各投票所 7:00）■休日一時保育（子育て支援セン

ター 9:00）

■３カ月児・４カ月児相談（トリムセンター 9:30）

■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）■移
動図書館車巡回（もみじの里15:00）
■はじめましての日（子育て支援センター 13:00)
■移動図書館車巡回（瓜幕団地 15:00、瓜幕支所
15:20）

（昭和の日）■休日一時保育（子育て支援センター 
9:00）
■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）
■こども園しかおい入園式（こども園しかおい 
9:00）■入所式（上幌内保育所 10:30）■６カ月児・
12 カ月児健診（トリムセンター 13:00）■おひざ
だ い す き !!（ ６ カ 月 児 対 象 ）（トリムセンター
13:00）
■入所式（瓜幕保育所 9:00/通明保育所 10:30）

■北海道知事選挙および北海道議会議員選挙投票
日（各投票所 7:00）
■小学校入学式（瓜幕小学校 9:00/通明小学校 9:00/
鹿追小学校 10:30）■中学校入学式（瓜幕中学校 
10:40/鹿追中学校 12:40）■高等学校入学式（鹿追
高等学校 14:15）
■トランポリンの日（子育て支援センター 11:00・
13:30）
■コレクション展Ⅰ神田日勝　未完のキャンバス
Part2（神田日勝記念美術館 10:00）〜 6/4■24カ月
児・30 カ月児相談（トリムセンター 13:00）■お
ひざだいすき!!（24カ月児対象）（トリムセンター
13:00）
■移動図書館車巡回（もみじの里15:00）
■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:00）■移
動図書館車巡回（瓜幕団地15:00、瓜幕支所15:20）

■健康相談会（トリムセンター 9:00）

19（水）
20（木）

21（金）
22（土）
23（日）

24（月）
25（火）
26（水）
27（木）

28（金）

29（土）

30（日）

1（土）
2（日）
3（月）
4（火）
5（水）
6（木）

7（金）
8（土）
9（日）

10（月）

11（火）

12（水）

13（木）
14（金）

15（土）
16（日）
17（月）
18（火）

役場庁舎（☎ 66・2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）
● マイナンバーカード窓口…上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター （☎ 66・1311）
● �トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66・1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：00 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67・2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00	

国保病院（☎ 66・2031）
● �診療のお知らせ  …  32 ページに掲載。
● �救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69・7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。
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保健福祉課（トリムセンター内）☎ 66・1311  F66・1818健幸福祉のページ
ふ しくけんこう

Houkatsu 包括ケア係からのお知らせ
包
括
ケ
ア
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業

【
対
象
と
な
る
人
】

◇
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
か
監
護
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
ま
た

は
父
親
と
そ
の
子

◇
両
親
の
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理

由
で
両
親
以
外
の
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
子

　
　

た
だ
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
な
い
場
合

で
も
生
計
を
主
と
す
る
世
帯
主
が
重
度
の

障
が
い
を
持
ち
、
長
期
に
わ
た
り
労
働
能

力
を
失
っ
て
い
る
場
合
や
長
期
に
わ
た
り

拘
禁
さ
れ
て
い
る
た
め
に
そ
の
扶
養
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

【
対
象
外
】

　

生
計
維
持
者
の
所
得
の
状
況
に

よ
り
、
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
国
保
医
療
係
☎︎
66•

１
３
１
４

　

鹿
追
町
で
は
、
町
内
在
住
の
重
度

心
身
障
が
い
者
お
よ
び
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
し
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Kokuho

重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

国保医療係

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
事
業

【
対
象
と
な
る
人
】

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

　
　

た
だ
し
３
級
は
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

障
害
に
限
り
ま
す
。

◇
療
育
手
帳
「
Ａ
」
と
判
定
さ
れ
た

方
か
、「
重
度
」
と
判
定
（
診
断
）

さ
れ
た
方

◇
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持
っ

て
い
る
方

　

プ
ー
ル
の
利
用
料
減
免

【
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方

②
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方

　

い
ず
れ
も
町
内
者
・
町
外
者
は

問
い
ま
せ
ん
。

【
減
免
期
間
】

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
施
設
】

　

健
康
温
水
プ
ー
ル
し
か
お
い

【
利
用
方
法
】

　
　

障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険
認
定
書

を
持
参
の
上
、
施
設
の
受
付
窓
口

に
提
示
。

　

 

※
た
だ
し
、
シ
ー
ズ
ン
券
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
福
祉
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
係
☎︎
66•

２
５
５
８

Fukushi

鹿
追
町
障
が
い
児
等
通
所
費
補
助

制
度
に
つ
い
て

福祉係

令
和
４
年
度
利
用
分
の
申
請

受
付
開
始

　

機
能
回
復
訓
練
施
設
お
よ
び
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
ま
た
は
通
所
し
て

い
る
障
が
い
児
（
者
）
が
対
象
で
す
。

◇
児
童
の
通
所
に
か
か
る
交
通
費

◇
入
所
（
入
寮
）
児
童
に
対
す
る
保

護
者
の
面
会
に
要
す
る
交
通
費

◇
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
お
よ
び
社

会
参
加
を
目
的
と
し
た
町
外
施
設

へ
の
通
所
に
か
か
る
交
通
費
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

【
申
請
書
】
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
た
は
、
鹿
追
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

【
申
込
締
切
】
４
月
20
日
（
木
）

【
問
合
せ
】
福
祉
係
☎︎
66•

２
５
５
８

町 HP 鹿
追
町
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
事
業

　

中
等
度
の
聴
力
低
下
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
、
補
聴
器
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

鹿
追
町
に
住
所
が
あ
り
、
耳

鼻
咽
喉
科
医
よ
り
補
聴
器
の
使

用
が
必
要
と
証
明
さ
れ
た
65
歳

以
上
の
方
の
う
ち
、
次
の
両
方

に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
両
耳
か
片
耳
の
聴
力
が
中
等
度

（
聴
力
デ
シ
ベ
ル
40
以
上
70
未

満
）

②
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
方

【
助
成
額
】

助
成
は
１
人
１
回
で
、
３
万
円

を
限
度
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）

【
助
成
種
目
】

耳
か
け
型
ま
た
は
耳
穴
型
の
補

聴
器
本
体

【
申
請
方
法
】

購
入
の
前
に
申
請
が
必
要
で
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
バ
ス
利
用
券

　

本
町
に
お
い
て
営
業
路
線
バ
ス

の
運
行
経
路
周
辺
に
お
住
ま
い
の

方
で
、
患
者
輸
送
バ
ス
お
よ
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
な
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
最

寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
市
街
地
ま
で

の
バ
ス
利
用
券
を
発
行
し
、
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

介
護
者
家
族
交
流
会
の

開
催

　

自
宅
で
、
家
族
の
介
護
を
し

て
い
て
「
認
知
症
を
患
っ
た
家

族
と
の
関
わ
り
が
大
変
」　
「
こ

ん
な
時
ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ

ろ
う
」
と
悩
ん
だ
り
「
他
の
人

が
ど
の
よ
う
な
介
護
を
し
て
い

る
か
知
り
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
た
れ
て
い
る
方
、
こ
の
機

会
に
自
分
と
同
じ
よ
う
に
介
護

を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
情
報

交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
思
い
を
し
て
い
る
者
同

士
が
話
し
を
す
る
こ
と
で
、
介

護
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
専
門
職
も
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日　

時
】

　

令
和
５
年
４
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

【
会　

場
】

鹿
追
町
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

包
括
ケ
ア
係
☎︎
66•

１
３
１
１▲ 介護者家族交流会に集まり情報交換をする方々
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しかりべつ湖

 『 新生活 』

　
雪
面
に
着
地
し
た
種
子
は
、

森
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
雪
溶

け
の
小
川
と
言
え
な
い
さ
ら

に
小
さ
な
流
れ
が
生
ま
れ
て

い
て
、
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て

新
天
地
へ
と
旅
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
雪
溶
け
の
速
度
と
共
に
な

の
で
、
流
れ
て
は
止
ま
り
、
ま

た
流
れ
て
は
止
ま
り
を
繰
り

返
し
、
雪
が
消
え
て
し
ま
う

ま
で
の
春
の
旅
で
す
。
何
処
に
辿
り

着
く
か
は
お
天
気
次
第
の
運
ま
か
せ
。

　
種
子
た
ち
の
旅
は
途
中
に
試
練
も

待
ち
受
け
て
い
ま
す
雪
溶
け
の
機
会

を
待
っ
て
い
た
種
子
好
き
の
鳥
た
ち

が
水
の
流
れ
が
集
ま
る
場
所
で
流
れ

て
き
た
種
子
を
夢
中
で
啄
み
ま
す
。

効
率
よ
く
好
物
を
得
ら
れ
る
ま
た
と

な
い
季
節
、
こ
の
光
景
も
春
の
恵
み

の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

時
期
だ
け
野
鳥
の
観
察
は
梢
を
探
す

よ
り
も
地
面
を
探
し
た
方
が
出
会
え

る
機
会
は
多
い
で
す
。
種
子
た
ち
は

こ
の
野
鳥
の
試
練
を
か
い
く
ぐ
り
発

芽
し
や
す
い
倒
木
の
上
に
着
地
で
き

れ
ば
旅
の
目
標
達
成
で
す
。

　
鳥
達
も
ま
た
こ
の
地
で
冬
を
過
ご

し
た
冬
鳥
は
、
新
し
い
命
を
育
む
た

め
に
北
上
す
る
準
備
を
始
め
、
夏
鳥

は
本
州
や
南
の
国
か
ら
は
こ
の
北
海

道
で
子
育
て
を
す
る
為
に
続
々
と
飛

来
し
て
き
ま
す
。
海
を
越
え
長
い
期

間
で
は
２
週
間
飛
び
続
け
て
く
る
鳥

も
い
る
壮
大
な
旅
。
決
し
て
楽
な
道

の
り
で
は
な
い
は
ず
、
そ
れ
で
も
新

生
活
の
為
に
は
必
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

　
人
間
も
植
物
も
鳥
や
動
物
た
ち
も
、

新
生
活
が
始
ま
る
全
て
の
も
の
た
ち

に
輝
か
や
い
た
日
々
が
訪
れ
ま
す
よ

う
に
。

　
新
学
期
、
新
生
活
。
入
学
や
転
勤
、

春
に
は
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
季
節
。

こ
こ
然
別
湖
で
も
生
き
物
達
が
小
さ

な
旅
、
大
き
な
旅
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
陽
射
し
が
幾
分
強
く
な
り
降
り
積

も
っ
た
雪
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
様
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
面
を
よ
く
見

る
と
、
小
さ
な
種
子
を
た
く
さ
ん
見

つ
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
種
子
の
親

は
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ

ン
バ
な
ど
の
。

　
植
物
の
種
蒔
き
は
秋
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
背

の
高
い
樹
木
は
秋
か
ら
春
に
か
け
て

少
し
ず
つ
種
子
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
。

〜「図書館って、いきなり行っていいの？」〜

　「よーし、春だ、本を読もう!」と気合充分の方、お気軽に

どうぞ! 午前10時から午後6時(金曜は7時)まで開館、休館

日は月曜日です(月曜祝日の場合、開館して翌火曜日が休館)。

お正月・蔵書点検日以外は土日祝日、すべて開館!　カウンター

でお声かけくだされば、無料で利用者カードを作成できて、

すぐ本が借りられます。また、「カード失くしたからもう図

書館に行けない……」と絶望されている方へ。100円でカー

ドをすぐに再発行できます。きてね!

新着リスト Twitter

YouTubeFacebook

図書館員のオススメ

 「おやくそくえほん」

高濱正伸／監修
林　ユミ／絵　

今月の新着 195 冊の中から 9 冊を紹介！
乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

TEL•FAX 69•7170

一
般
向
け

おまとめQR

をご覧いただけるQRコードです。

図書館NEWS

　「子どもにこれだけは身につけてほしい！」「でも、
どう伝えたらいいのかわからない…」という小学校入
学前後に身につけたい42の習慣をおやくそくとして
取り上げています。子どもは楽しく納得しながら身に
つけられ、親は怒らず自信をもって教えられる！
しつけに悩むお父さん・お母さんを応援する1冊です。

【小学生向け】
さかなくん　　　　　　　／しおたに　まみこ
人類の進化大百科　　　　　　　　／更科　功

【中高生向け】
#塚森裕太がログアウトしたら　／浅原　ナオト

ナマケモノヨガ　　　　　　　　／新井　洋行
ちいさなもりのファッションショー　　　　　
　　　　　　　　　　　　 ／みずかみ　みなみ

世界を変えた地図(上・下)　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 ／ジョン·O·E·クラーク

アイヌモシリ　オオカミが見た北海道／水越　武

北海道怪談　　　　　　　　　　　   ／田辺　青蛙

収容所(ラーゲリ)から来た遺書　  ／辺見じゅん

SNSでのカミングアウト。応援する者あり、黙る者もあり……。
もしあなたなら、どうする？

缶類・スプレー缶排出方法変更について
　日頃からごみ分別にご理解とご協力をいただきありがとうございます。
　資源ごみの分別方法についてルールどおり適切に分別されていますが、
一部混在して排出されている状況があります。一度分別方法についてご
確認下さいますようお願いします。
　また、下記は今まで混合して排出可能な資源ごみでしたが、4月1日よ
り分別方法が変更される資源ごみです。混合して排出しないようよろし
くお願いいたします。間違って排出された分別ごみは回収されませんの
でご注意ください。

知っていますか？

町民課 住民生活係
☎︎66•4031

リサイクルリサイクル
Q　AQ　A&&

█ スプレー缶

他の缶類と混ぜずに、スプレー缶のみで透明・
半透明の袋に入れて排出してください
※中身を使い切り、穴をあけずに排出

█ 缶類

右記のマークが付いている缶類は水洗いして、
透明・半透明の袋に入れて排出してください。
※金属のボトルキャップは取り外して金属類の
資源ごみとして排出してください。
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フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
始
め
て
４
年
が
過
ぎ
た
。

１
週
間
に
２
回
の
練
習
日
も
、
一
昨
年
３
月
か
ら
は
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
、
教
室
も
２
年
で
５
カ
月
間
の
閉
鎖
と
な
っ
た
。

　
よ
う
や
く
覚
え
た
踊
り
も
、
休
み
の
間
に
忘
れ
て
教
室
再
開
の
都
度
先

生
の
指
導
を
受
け
、
仲
間
と
記
憶
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
な
が
ら
踊
る
。

　
振
り
返
れ
ば
４
年
前
、
別
の
サ
ー
ク
ル
の
人
達
と
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
教
室
」
５
回
に
参
加
。

　
ダ
ン
ス
教
室
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
20
年
の
３
人
が
在
籍
し
て
い
た
。
素
敵

な
衣
装
で
軽
や
か
に
踊
る
姿
に
驚
き
、
そ
し
て
憧
れ
た
。
そ
の
後
９
人
が

入
会
。

　
当
時
60
代
、
70
代
の
会
員
も
現
在
70
代
、
80
代
と
時
を
経
た
。
12
人
の

メ
ン
バ
ー
は
元
気
で
、
仲
良
く
、
楽
し
む
こ
と
を
、
目
標
に
活
動
し
て
い
る
。

　
習
っ
た
曲
は
１
２
０
曲
余
り
と
な
り
、
改
め
て
び
っ
く
り
だ
。
先
生
を

中
心
に
、
皆
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
め
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
。

　
新
曲
を
習
う
時
は
、
緊
張
感
を
伴
い
、
神
経
を
集
中
さ
せ
る
の
だ
が
、

簡
単
に
は
覚
え
ら
れ
な
い
曲
も
多
い
。
が
、
回
数
を
熟
す
う
ち
に
な
ん
と

か
な
る
。

　
今
日
は
、
ど
の
ス
カ
ー
ト
に
ど
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
よ
う
か
と
、
限
ら
れ

た
枚
数
の
中
で
選
ぶ
楽
し
み
が
あ
り
、
練
習
日
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

　
水
分
補
給
も
兼
ね
て
の
休
憩
時
は
、
皆
の
汗
ば
ん
だ
笑
顔
が
広
が
り

ほ
っ
こ
り
和
む
。
そ
の
一
時
は
何
に
も
代
え
が
た
い
。

　
そ
ん
な
雰
囲
気
の
中
に
、
身
を
置
く
自
分
に
幸
せ
と
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、

こ
ん
な
日
が
一
日
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
好
き
で
す
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。
大
切
で
す
仲
間
た
ち
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る

自
分
も
好
き
で
す
！

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
谷
　
幸
江

古
稀
近
し
生
ま
れ
て
初
め
て
厄
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
六
根
清
浄
父
を
超
え
る
や
　
　
　
　
　
白
石
　
知
徳

「
流モ
ー
ド行
」
と
名
付
け
た
猫
は
も
う
既
に

　
　
　
　
　
流
行
り
で
は
な
く
我
が
家
の
主
役
　
　
　
　
　
髙
橋
真
奈
美

ア
ネ
モ
ネ
は
ド
キ
ッ
と
す
る
ほ
ど
美
し
い

　
　
　
　
　
ず
る
い
わ
少
し
夢
な
ど
見
さ
せ
て
　
　   

　
　
尾
上
ひ
と
み

丹
念
に
雛
人
形
は
し
ま
い
終
え

　
　
　
　
　
　
　
花
瓶
で
咲
い
た
梅
の
花
散
る
　
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

通
院
に
凍
て
し
山
路
気
を
し
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
サ
ツ
キ

あ
と
戻
り
繰
返
し
待
つ
蝦
夷
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
秋
代

な
か
な
か
に
出
せ
ぬ
大
声
鬼
は
外
　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

三
浦
　
妙
子

四
季
の
会

正
義
な
き
遥
か
な
大
地
遠
き
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
沼
　
絃
一

春
ス
キ
ー
山
に
笑
わ
れ
記
事
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
野
か
お
る

春
の
夜
や
ス
ポ
ー
ツ
談
義
に
血
が
騒
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

春
風
に
身
を
ま
か
せ
た
ら
風
邪
も
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
国
島
み
よ
子

鹿
笛
吟
社

炬こ
た
つ燵
上
リ
モ
コ
ン
目
鏡
指
定
席
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

終
焉
は
北
の
大
地
と
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

夜
更
ま
で
リ
ン
ク
を
作
る
父
母
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
形
か
つ
ゑ

白
寿
大
学
俳
句

凍
て
し
日
も
歩
数
不
足
を
満
た
す
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
お
さ
む

雪
掻
の
腰
を
伸
ば
せ
ば
日
の
出
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
み
ち
子

熱
燗
を
飲
め
る
よ
ろ
こ
び
退
院
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
い
さ
を

夏
木
句
会

町民文芸　

町民課　戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

佐藤　歌子さん  　82歳

山田　和夫さん  　90歳

亡
死

2 月 受 付 分

こんにちは
　　よろしく

伊藤　綾
あ や ね

音ちゃん　俊　さん・みどりさん

髙田　蓮
れ ん や

弥くん       貴一さん・紗希さん

庄司　結
ゆ う と

斗くん       圭佑さん・さやかさん

渡邉　惺
せ な

那くん       俊　さん・愛　さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

西内　辰大さん  ＝  上原　理沙さん

人 の う ご き
 2月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯	 2492戸	（−   1）
人 口	 5139人	（+   4）
　 男	 2522人	（+   5）
	 女	 2617人	（−   1）

善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託
な
ど

▽
町
へ

・  

帯
広
鹿
追
会
（
松
原
和
夫
会
長
）               

　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　

 

＝
20
万
円

・  

最
上
英
雄　

                          

＝
30
万
円

・  

エ
ム
・
エ
ス
・
ケ
ー
農
業
機
械
株
式
会

社
（
齊
藤
良
幸
代
表
取
締
役
社
長
）

                                                  

＝
10
万
円

今
月
の
表
紙

今
月
の
表
紙
は
、
３
月
15
日
に
瓜
幕

中
学
校
で
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
の
１
枚
で

す
。３

年
生
12
人
は
、
後
輩
・
先
生
・
保
護
者
・

地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
卒
業

し
ま
し
た
。

式
後
は
正
面
玄
関
前
で
、
後
輩
や
家
族

と
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
、
笑
顔
で
学
び

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

・  

十
勝
髙
田
牧
場
（
髙
田
泰
輔
代
表
）               

　
　
　

 

＝
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
牛
乳
・
牛
肉

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

・  

鹿
追
小
学
校
エ
コ
委
員
会 

                                          

＝
リ
ン
グ
プ
ル

　

２
月
８
日
、
帯
広
鹿
追
会
の
松
原
和

夫
会
長
と
郡
谷
輝
雄
事
務
局
長
が
役
場

を
訪
れ
「
福
祉
の
た
め
」
に
と
20
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福祉のためにとご寄付をされた松原帯広鹿追会
長（中央）と郡谷事務局長（右）



まち か ど

パ レ ツ ト

澄み切った冬空に広がる大輪の花

２月17日　商工会青年部花火大会

軽快に動く人形に子どもたちは釘付け２月23日　人形劇一座「パセリ座」公演

日頃の練習の成果を出し切ります
２月26日　第37回瓜幕地域芸能発表会

歌って遊んで楽しいひなまつり！

３月３日　子育て支援センター ひなまつりの集い

引き続き鹿追町での活躍を期待します
３月９日　令和４年度鹿追町産業研修生修了式

〒 081-0292　北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020
鹿追町ホームページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
＊市外局番は［0156］です

鹿 追 町 役 場

　　
広
報
し
か
お
い
　
　
　
　

　
　
　
　
44
月
号

令
和
５
年
3
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課 

広
報
広
聴
係
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